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はじめに 

 

令和 3 年度第 3 回教養教育院 FD 研修会「先進事例に学ぶ教養教育～PBL と異

文化理解～」を 2月2日にオンライン＋対面のハイブリッド形式で開催しました。 

この FD 研修会の前半では，教養教育において PBL を広く展開している三重大

学から 4 名の先生を講師として招き，PBL を導入した教養教育の全容と各授業の

概要についてのご講演を頂きました。三重大学の PBL 授業の中心となっているの

は，1 年生前期の「スタートアップ PBL セミナー」と後期の「教養セミナー」と

いう全学必修科目です。それらには，丁寧な授業設計に基づいた高度なアクティ

ブ・ラーニング形式が導入されています。その授業内容や運営を含め具体的な PBL

授業の実際を説明して頂きました。また，三重大学ではグローバル化に対応でき

る人材の育成を目指した「異文化理解」という科目を初修外国語に代えて導入し

ており，そのコンセプトや授業の実際についても別建ての講演で紹介して頂きま

した。それら全てのご講演の発表スライドを本報告書に示しています。ご覧頂く

ことでご講演の概略を把握してもらえるものと思います。 

FD 研修会の後半は，講演者の方々をパネラーとしたパネルディスカッション

としました。そこでは，三重大学の教養教育院の組織，PBL 科目の授業運営と成

績評価，異文化理解の導入経緯等についての質疑応答を行いました。このパネル

ディスカッションでの議論と質疑応答について，教育改善検討 WG で要約を作成

し，本報告書に示しました。その要約には，前半の講演内容からさらに踏み込ん

だ PBL 科目の運営の実際が示されています。また，FD 研修会当日にお聞きしきれ

なかった質問事項について，講演者の先生方に後日お問い合わせをしました。そ

れらの質問と回答についても，本報告書に示しております。 

本報告書には，教養教育科目において PBL 科目を導入するためのとても有益な

情報が示されています。是非ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教養教育院教育改善検討ＷＧ座長 

          彦坂 泰正  
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パネルディスカッションでの議論と質疑応答の要約 

 

― 数々の優れた企画を可能にした三重大学の教養教育院の組織や役割意識につ

いて教えてほしい。 

（綾野先生）部局相当の組織と教員の所属意識と教育に対する意識が重要。三重

大学の教養教育院は，2014 年新カリキュラム発足に向けて学部相当の部局とな

った。院長が学部長に相当し，執行部となる企画運営会議は院長，副院長（副学

部長相当），部門長（学科長相当）2 名の合計 4 名で組織される。この下に，専任

教員と学部から異動してきた専任教員で構成される教授会がある。授業運営に関

して非常に重要な役割を果たす 9 名の特任教員がいるが，教授会には出られない

ので，全ての教員が集まる教員会議を教授会の前に開催している。そこで様々な

情報共有を行うことにより意識が醸成されている。 

アクティブ・ラーニング推進室と外国語教育推進室も設置している。前者はス

タートアップ PBL セミナー，教養セミナー，PBL セミナーを，後者は英語と英語

特別プログラムの部会を統括し，運営している。また，企画運営会議の下に，教

養教育情報室を設置しており，その室長は，企画運営会議・執行部会議にも出席

している。教養教育に関する様々な情報を集め，分析している。それらに基づい

て，いろいろな企画・組織的な運営が行われてきた。 

（井口先生）この組織は 2011 年当時の学長提案にもとづいて作られ，共通カリ

キュラムも全学で了承されている。教養教育院はそれに基づいて運営を行ってい

る。 

（司会）三重大学の教養教育院の構造は，富山大学とそれほど違わない印象を受

ける。PBL や単位数の共通化が全学であらかじめ了承されており，それを進める

権限が与えられていたので企画できた，という理解でよいか。 

（山田先生）理念を共有していることが非常に大事。「スタートアップ PBL セミ

ナー」と「教養セミナー」は何年もかけて理念や方法を検討してきた。全学の PBL

も役員全体で理念を共有しながら進めてきた。理念を進める人と組織が一緒にな

って話が進むものと改めて思う。 

 

― 教養の授業担当の人員をどのように確保しているのか？各学部の教員の協力

を得ているのであれば，どのような方法やシステムで協力を依頼し実施している

のか？  

（綾野先生）元々は一般教育時代に各学部に定数があり，その定数に基づいて各

学部から出動していた。その後，教員定数に基づく応分の負担と，教員数，学生

数，単位数に基づく全学出動により，各学部から出動していたが，現在では，応

分の負担と全学出動をまとめて，必要開講コマ数としている。毎年，全学レベル
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の教育会議で必要開講コマ数を提案し，各学部からの出動コマ数を決めている。

この会議は，教育担当理事が議長であり，各学部の部局長と教務委員長，教養教

育院からは院長と副院長が出席している。各学部からは，出動だけではなくカリ

キュラム運営への協力も得ている。教育会議の下に教養教育院長が議長の教養教

育専門会議を置いている。そこに各学部に所属している授業担当教員の代表が出

席し，情報を共有するとともに，具体的な運営について様々なことを決めている。

次年度の開講に関する計画書の依頼も，教養教育専門会議を通して行なっている。 

（井口先生）教養教育院ができる前は全学の共通教育は全学で担当していたが，

責任体制がはっきりしないため，その運営のために教養教育院を作った。核にな

る「スタートアップ PBL セミナー」と「教養セミナー」は教養教育院の教員が担

当し，他の科目は従来通り全学で担当する。ただ専任教員 17 名だけでは「スタ

ートアップ PBL セミナー」と「教養セミナー」はこなせないので特任教員を雇用

している。 

（司会）「特任教員」とは，どのような立場の教員か？  

（綾野先生）特任教員は常勤ではなく，時間で採用している非常勤である。週 31

時間の勤務時間の中で授業を担当してもらっている。雇用形態が非常勤なので，

教授会の構成員ではない。 

 

― PBL 授業は非常に充実した内容だが，学生や教員の授業負担の増加をどのよ

うにしてコントロールしているか？学生は週 4 時間くらい授業時間外学習をし

ていると示されていたが，学生が忙しくなり過ぎたりしないか？ 

（綾野先生）学生の授業負担のコントロールはなかなか難しい問題であり，各教

員に任せているのが現状である。教養セミナーも同様で，学生達に課題を際限な

く与えることもできるが，そこは各教員に任せている。設置基準からは，講義科

目の 2 単位に関しては事前事後で合計 4 時間学習するように求められているが，

現状は一応適正な範囲内に収まっている。 

教員の授業負担についてであるが，教養セミナーの報告の中であった書評につ

いて 1 クラス 35 人分を評価することを考えてみる。1 つの書評が大体約 2000 字

で，私の場合，それを読んでコメントをつけるのに大体 20 分かかる。35 の書評

全てにコメントを付けるとほぼ半日かかることになる。ただ確認するだけでも 3

時間ぐらいはかかる。その授業を 6 クラス担当している特任教員に至っては，相

当の時間数を費やすことになる。そのコントロールをどうするかはなかなか難し

い問題であり，教員の裁量に任せているのが現状である。 

 

―スタートアップ PBL セミナーと教養セミナーのようなアクティブ・ラーニング

を実施する科目において，どのような評価尺度でその能力を測るか？  
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（長濱先生）自律的・能動的な学習者になるという目標は 1 つの科目だけで到達

できるものではなく，4 年間通しての目標。そのため，その科目だけで目標の達

成を直接的に評価はしていない。代わりに，アクティブ・ラーニング科目全体を

通して，最終的な成果だけではなくプロセスの部分も評価する。それにより，自

立的・能動的な学習を評価していることになる。評価する観点は自ずと複数にな

り，一人の学生を多様な側面・観点から評価するという形になっている。 

スタートアップ PBL セミナーでは，最終成果物として自分たちのプロジェクト

をレポートの形でまとめさせる。レポートの質的な出来を評価するだけでなく，

毎回の課題等の提出物の内容と授業中のグループでの活動の様子等も評価し，結

果とプロセスを加味した評価をしている。 

（井口先生）教養セミナーについては，読者シートと書評とグループ活動につい

てそれぞれ 30%，40%，30%と取り決めをしている。書評とグループ活動ではピア

評価をしており，それを参考に教員が最終評価をしている。グループ活動への貢

献はどうだったか等から，自律的能動的学習力が評価される。細かくどう評価す

るかは厳密には決めず，教員に任せているところがある。 

（綾野先生）。三重大学では教育目標として“4 つの力（感じる力，考える力，ミ

ュニケーション力，生きる力”を掲げている。そこで，毎学期に学生に対して行

なっている修学達成度調査では，“4 つの力”の伸び具合とどのくらい“4 つの

力”がついているのかを，各項目に分けて学生たちに自己評価をさせる。それを

集計し，各学生が自分の“4 つの力”の育成の状況を見られるようにもしている。

全体の状況は，教育会議で各部局に結果が示され，部局に持ち帰って分析・検討

している。 

 

－スタートアップ PBL セミナーは 37 クラス開講ということだが，異なる教員の

間での評価の統一はどのようにされているか？ 

（長濱先生）評価用のエクセルシートを部会で作成している。例えば，各回の課

題について幾つかの項目と配点を決め，各担当教員が学生一人ずつに対して入力

していく。それを集計して最終の評価にしている。 

 

－成績評価には秀・優，良・可・不可の 5 段階評価と合格・不合格だけの評価が

あるが，PBL 型授業において 5 段階評価は可能なのか？富山大学では各科目の秀

の割合を 10%以内とすることを目安に定めているが，PBL 型授業でそのような目

安を定めることができるのか？ 

（綾野先生）三重大学では PBL 型授業でも 10 段階評価をしている。成績の分布

については，現時点では，各教員の裁量に任せている。以前の認証評価の際に８

以上の優が多いのでは，という指摘があったそうだが，絶対評価をしていると回
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答したと聞いている。三重大学では，富山大学のように決まった割合になるよう

な成績の修正等は行なっていない。 

 

― 従来の初修外国語（第二外国語）の授業を「異文化理解」としたことで，ど

のように変化し，どのような反響があったか？従来のやり方を変える上で，反発

等はなかったのか？ 

（井口先生）報告でも述べたように，全学的には，むしろ従来の「未習外国語」

を「異文化理解」とすることにより，共通で４単位必修とする了承を得た。異文

化理解の各言語の状況は把握し切れていないが，私が担当・実施を行ってきたド

イツ語の状況について回答する。ドイツ語では，まず共通テキストの使用に切り

替えた。テキストを共通にすることで，Moodle 等も共通で作成できるというメリ

ットがあった。また，文化的な要素も統一的に導入することができるようになっ

た。専任教員及び特任教員が集まって全員で作成にあたり，実際に使用する際に

は，非常勤講師の先生方にも比較的スムーズに受け入れて頂けた。 

 

― 富山大学では，卒業時アンケートで「国際的な視点で考えること・国際的な

感覚」等の項目が十分に達成されていないという現状があり，三重大学の「異文

化理解」の取り組みに関心を持っている。異文化理解の授業を実施することで，

学生からはどのような反響があったか？ 

（井口先生）三重大学に関しても，卒業生についての企業のアンケートで外国語

能力についての項目が唯一悪く，それもあって「グローバル化に対応できる人材

の育成」という理念を掲げるに至った。それに基づき，英語の前期集中カリキュ

ラム，さらに，英語特別プログラムという英語能力が高い学生をさらに伸ばそう

という試み等を行った。その上で，異文化理解を取り入れることで，より広い視

野に立てるようにしたいという思いがあった。効果を評価するアンケート等はま

だ実施できていないが，スライドでも示したようにドイツ語では約９割の学生が

ドイツ語圏の文化に興味を持つようになったとしている。英語に関しては TOEIC

の成績が格段に上がっており，効果として数値で示されていると思う。 
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三重大学の先生方への追加質問とその回答 

＜教員・学生側の負担等について＞ 

質問：PBL 型授業はいかに学生を能動的にさせるかが重要ですが，学生の中には

グループ学修に溶け込めない，部活・バイト等で自主学習の時間を確保できない，

性格的に能動的になれない等，様々な学生がいると思います。学生全体を能動的

にする良い方法はありますか。 

回答：グループワークへの参加に関する問題に関して，必修の「スタートアップ

PBL セミナー」と「教養セミナー」については，配慮願いや学生の履修状況に基

づき，それぞれの運営組織（スタートアップ PBL セミナー部会，教養セミナー部

会）内でグループワークへの参加免除も含めた個別対応について検討しています。

また，各教員の裁量による個別対応も有りますが，原則として部会長に相談した

上で実施しています。さらに，学生なんでも相談室（心理面）や障がい学生支援

センター（障がい面）の担当者と授業担当者が連携しつつ対応しているケースも

あります。 

いかにして学生を能動的にするのかという問いに対する適切な回答は持ち合

わせておりませんが，前期必修の「スタートアップ PBL セミナー」では，グルー

プワークを実施するにあたって，グループワークの基本（グループで活動するこ

との重要性，グループワークを成功させるためのポイントやスキル）や効果的な

コミュニケーション活動の方法について教えています。さらに，両科目において，

学生のグループワークへの取り組み状況についてピア評価によって把握し，成績

評価に反映することができる仕組みを取り入れています。 

選択必修の科目であるスタートアップ PBL セミナーについては学生が自ら選

んで受講するので，受講生はプロジェクトに積極的に取り組んでいるようです。 

＜学生の反応，授業後の感想，評価について＞ 

質問：授業アンケート等において，この科目の履修後に，自立的・能動的学修力

が身についたという評価結果はありますか。スタートアップ PBL セミナー，教養

セミナーそれぞれについて，お聞かせください。

回答：毎学期末に実施している授業評価の中で，4 つの力(自立的・能動的学修力

を含むジェネリック・スキル)の達成度を自己評価させています。個人の評価結

果は各授業担当教員と学生自身のみが閲覧することができるようになっていま

す。全体的傾向としては，たとえば令和 2 年度の 1 年次の春と秋の調査では，「感

じる力」の「主体性」で「与えられた課題の中でも意義や面白さを見つけること

ができる」は若干の低下がありましたが，「常に長期的目標・短期的目標を設定

し，意識しながら大学生活を送っている」「うまく進まなかったり，失敗したり
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した場合でも，目標達成のために辛抱強くやり続けることができる」「与えられ

たもの以外にも自分で調べたり学習を進めている」「誘惑に負けずに，学習すべ

き時間をきちんと自己決定して確保することができる」は上昇しています。これ

らが 2 つの授業の直接の成果かどうかは立証できませんが，大きな影響を与えて

いるとは言えると思います。詳しいアンケート結果は次のところをご覧ください

（https://www.hedp.mie-u.ac.jp/item/r2_tasseido.pdf）。なお，「スタートアッ

プ PBL セミナー」では独自に 4 つの力の取得の達成度について学生に自己評価さ

せ，教員が確認しています。 

 

＜アクティブ・ラーニング必修科目と選択科目について＞ 

質問：アクティブ・ラーニング領域科目，英語，異文化理解，スポーツ健康科学

は必修科目とされていますが，必修が増えると選択科目が少なくなります。これ

についてはどのようにお考えでしょうか。 

回答：現在の教養教育カリキュラム直前の旧カリキュラムでは，大綱化以降の流

れで，特に理系学部の教養の単位が大きく削減され，学科によっては，教養の講

義科目の必修単位が 4 単位といった状況でした。そこで，新カリキュラムでは，

理系学部の基礎科目を除いた教養教育の単位数の最低ライン 26 単位程度を基準

として，全学の共通カリキュラムの単位数を 26 単位に設定しました。教養の講

義科目（教養統合科目）を 10 単位必修にした上で，教養セミナー2 単位を純増，

異文化理解についても 2 単位必修だった学科を説得して，4 単位必修にしました。

教養統合科目 10 単位というのは決して多くはありませんが，全学として受け入

れられるギリギリの単位数であったように思います。 

ここでたとえば，教養セミナーや異文化理解をなくして，その分を自由選択に

まわすという考え方もあると思います。しかし，それでも 16 単位です。これを

従来のように，人文，社会，自然分野でまんべんなくとらせようとすると，一分

野につき 5 単位あまり，つまり各分野半期 1～2 科目になります。学生の自由に

まかせるとすると，脈絡のない「つまみ食い」的履修になることは目に見えてい

ます。なんらかの理念に沿って系統立てて履修させること等この単位数では不可

能です。私たちはそれよりも理念実現のためにある程度の方向付けをし，自由に

選択できる教養統合科目 10 単位はそれに基づく実践の場ととらえています。 

 

＜将来的な方向性について＞ 

質問：これまでのアクティブ・ラーニング型の授業を今後さらに発展させていく

とすれば，どのような方向性が考えられますか。 

回答：すでにご報告したように，教養教育院は本年度末で廃止となり，現行カリ

キュラムも来年度末で終了しますので，教養教育院としての展望を述べることは

7
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できませんが，教養教育院の経験を基に意見を述べさせていただくとすれば，各

種 FD 活動も含めた授業運営体制を構築することではないでしょうか。授業計画

の段階でのアドバイス・相談体制，授業担当者による定期的な打ち合わせ，相互

の授業参観と授業の最終成果を相互に確認することによる授業改善，さらに取り

組みを全学に広げるための FD 研修会の実施等，個々の教員の取り組みで終わら

せるのではなく，組織的に授業運営を行うことによりさらに発展するように思い

ます。 

最初のご質問も決定的な解決法はないと思いますので，教員間で議論して検討

する場を公式，非公式に設けて，ひとつひとつのケースに対応していくしかない

ように思います。 
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令和３年度第３回教養教育院ＦＤ実施計画 
テーマ：「先進事例に学ぶ教養教育～PBLと異文化理解～」

１．開催趣旨 

本 FD研修会は「先進事例に学ぶ教養教育」と題し，教養教育において PBLを広く展開

している三重大学の先生方を講師として招き，PBL の導入とその実際について学んでい

きます。また，グローバル化に対応できる人材の育成に向けて「異文化理解」をコンセプ

トとした科目を導入しており，その様子についても紹介してもらいます。講演に加えて

パネルディスカッションを行うことで，教養教育への高度なアクティブラーニングの拡

大等について考えていきたいと思います。

２．開催日時 

令和４年２月２日（水）13：30～15：50（予定） 

３．開催会場 

（オンライン）Zoomを使用したオンラインミーティング形式

（対面）五福キャンパス共通教育棟４階 A42番教室

４．対  象 

本学教職員，非常勤講師，学生 

５．次  第 

（１）開会挨拶・趣旨説明 彦坂 泰正（教養教育院） 【13:30～13:35】 

（２）三重大学での PBLの導入と実際 【13:35～14:45】 

①「PBLの開発と導入」 山田 康彦 氏（三重大学教育学部特任教授） 

②「スタートアップセミナー」 長濱 文与 氏（三重大学教養教育院准教授） 

③「教養セミナー」 井口 靖 氏（三重大学名誉教授） 

④「PBLセミナー（教養教育）」 綾野 誠紀 氏（三重大学教養教育院副院長）

（３）三重大学の異文化理解の導入と実際 【14:45～15:05】 

「異文化理解」 井口 靖 氏（三重大学名誉教授） 

～ 休憩（５分） ～ 

（４）パネルディスカッション 【15:10～15:45】 

司会進行・質疑コーディネート：教養教育院教員

（５）閉会挨拶 武山 良三（教養教育院長） 【15:45～15:50】 
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所属部局等 参加人数

理事 1

教養教育院 13

人文学部 1

都市デザイン学部 3

薬学部 1

教育・学生支援機構 1

国際機構 2

研究推進機構 2

総合情報基盤センター 2

職員 2

合計 28

令和３年度第３回教養教育院FD
「先進事例に学ぶ教養教育～PBLと異文化理解～」参加状況
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令和 3年度第３回教養教育院 FD参加者アンケート集計結果（2/3時点） 
 
 
FD参加者数：28名（内訳：常勤教員 26名，職員２名） 
参加者アンケート回答数：6 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２．今回の教養教育院 FDについての感想やご意見があれば、ご記入ください。 
（1件の回答） 
 
今後の授業で取り入れたい内容が多くあった。1年生だけでなく，他の学年でも教

養教育院の取り組みがあるのなら聞きたいと思いました。 
 
 
３．今後、教養教育院 FDで取り上げて欲しいとお考えのテーマがあれば、ご記入くだ
さい。 
（0件の回答） 
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富山大学教養教育院 FD活動報告 

令和３年度第３回FD研修会 

 

教養教育院教育改善検討ワーキンググループ 

座長：彦坂 泰正 

                    上田理恵子 

                    谷井 一郎              

                    福田 翔 

                    水野真理子 

大橋 隼人 
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